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Abstract:　There haりbeen an increasing number of犬foreign　students大弓tudying in Japan,
following ａ national project which was advocatedﾚin:1983 and in 1984. Kochi University
iSﾚno exception and ｈａＳ〕been accepting a large variety of students from all over the world.
For these students Japanese language　learning　is　one ニof　the　皿〇:肘　importan七　steps　in
fulfiling their purposes of study in Japan. This report shows the development and c群rent
status尚of Japanese language　education at Kochi University.　This paper discusses key
considerations of how　Japanese language education can be effectively carried out and 曲e
need for more foreign students to be properly accepted at 瞰ｅ University. More specialized
research　on language　teaching　and　foreign　student　education will・continue　to l be　of
importance in the future.　　　　　　　　　　　　　　　十　　＼＼
　イ21世紀への留学生政策に関する提言」:.･〕（21世紀への留学生政策懇談会,二昭和58年）及び「21世
紀への留学生政策の展開について」（留学生問題調査j）･研究|こ関する/協力者会議，昭和59年）によっ
て提出された21世紀までには10方人の留学生を受け入れるという「留学生10万人受け入れ計画」が
１年以上早いペースで進んでいる．従つて．コ全国的な留学生急増の例にもれず,し高知大学で学ぶ外
国人留学生もこの数年増加の一途をたどつている．往目されることはその数のみ亡はなく，その多
楡欧にもある．どのような条件にある留学生も「日本語上が留学生活yに大きな比重を占めているこ」
とは否めない．高知大学においてはオーズトラリアのクヶイ¬ンズ斗:ングド大学と＼の交流協定の締結を
契機に交換留学生か末学しはじめ，「日本語教育」が必要になっﾉた.……その初期の鋳代から現在まで
の日本語教育の経緯と高知大学における日本語教育の実状の報告をしレこれからの日本語教育ひい
ては留学生教育がどうあるべきかを探る手がかりにしたい．　　　　　　　　　．　　　／　　十
１．留学生　　　　　　　　／　　･．･．･．　　　･･･．　　･･　　　　　．．・　・．　･．　　　　．・･
　文部省の調査による平成５年５月１日現在の留学生数は52,405人で，･･↓O年前の昭和58年犬の
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10, 428人の約５倍となっている（図１）．
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図１．留学生の推移（文部省資料による）
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　1 -1.日本語学習者十　∧　　　　∧　　　　　　　　∇　‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥　‥‥
　図２は文化庁にょって毎年行われている「外国人に対する甘本語教育実態調査土による国内にお
ける石本語学習者数の推移である．これはその年に大学や日本語学校等の機関他属し,犬学習してい
る数であるから，この他にも個人教授を受けでいる者とか職場等の日本語ク:ラペス等で勉学している
者等かなり潜在する学習者がいると思われる．‥‥‥‥‥‥‥‥:ヶ‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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図２／日本語学習者の推移（文化庁資料による）
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　十一2.7高知大学留学生…………，　　犬　　　………………二大‥‥‥　‥　‥‥‥‥‥‥　　‥
∧昭和36年(1961年）高知大学が初めて留学生を受け入れてから現在（平成６年）レま懲め年度別在
学留学生の推移を図3<に示した.し高知大学に在学する留学生ぱ昭和58年のて2t世紀への留学生政策
に関する提言卦及び昭和59年の「21世紀への留学生政策の展開4こついてレの二づの提言がなされた
頃から徐々に増加を始め，昭和61年度から急増し，今後も増加の一途をたと］るｿことが予測され=る．
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図３．平成６年までの高知大学留学生の推移（学生部資料による）
１－３．高知大学留学生の種類　　　△　　ト
留学生を高知大学への受け入れ身分で分類すると，
①　学部外国人留学生　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　‥‥‥　　＝　∧
　　　日本語能力試験一級，私費留学生統一試験に学科私費外国人特別入学試験を受験七て入学
　　してきた留学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　犬
②　大学院修士課程大学院生　　　　　　　　　　ニ　　　　　　●●●●●●　　●●　　　●●　　　　●●●
犬　　理学研究科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　ト　　　　　ノ〉　し
：　　農学研究科　犬　ダ　　　　　　　　　　　し　　　　十　　　　　＼　〉
③　愛媛大学大学院連合農学研究科博士課程大学院生　　　　　＼　　　　　　ニ　　＼犬
④　教員研修留学生（研究生として受け入れ）　十　　　　ノ　　‥こ=　　　　犬　上
⑤　日本語及び日本文化研修留学生（特別聴講生どしで受け入れ）　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　　大使館推薦犬　　　　　　　　　上　　　　十　　二　　　　　　　犬
　　　大学推薦（協定校）　　　　　　　　　　　　　．･．・．．　　･．．．　　　･．．　　･･･　．･･．　　･･
⑥　交換留学生（特別聴講生として受け入れ）　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　　クイーンズラシド大学（オース下ラリア）及びカリクダルニア州立大学フレズル校（アメ
　　リカ合衆国）の協定校からの交換留学生レ　ｊ　　　　　犬　　っ　　　　　　　………
　　ニ　クイーンズランド大学（オーストラリア）とは1974年（昭和49年）に交流が開始されて以
???????．?????????????????????????
計
８５
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　　来, 1980年（昭和55年）に結ばれた「クイーンズランド大学と高知大学間め学生交流に関す
犬る協定土に基づき，またフレズノ校ﾆ（アメ＼リカ合衆国カリフj－ルニア州）と‥は1989年（昭和
上64年）に交わざれた「カノリフォルニア州立大学フレズノ校と高知大学間の協定覚書土によっ
　　て交換留学生を受け入れている．∧　　　　し　　　　　し　　　六十‥‥‥　‥‥‥
⑦　研究生（専門の研究が入学の目的）　　………：　･．･･．・　．･･　　　･･．．　・･･．　．・・
　高知県出身者子女県費留学生（ブラジル等白系子女）ﾚも含む.:十　上………
⑧　科目等履修生（聴講生）　　　　　　　　＼　　　　　　　ニ　　　　●●●●●●　　●●
⑨　研究員　尚　　　　　　　　　　　…………＝二万　　●●●●●●　　●●　　　　　　●●
め９種類に分類することができる．　　　上　　∧　…………j‥‥‥‥‥‥‥‥
1－:４レ平成６年度留学生　　　　十　　　　　　　　　ト　上　　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥
　表１は平成:6年５月１日付で高知大学に在学する留学生数である．年度途中の10月ﾉには帰国する
留学生，あらたに入学する留学生か¬r部入れ替わる．………　１　　　･．．･･．．．　　．・　　．・
表１．平成６年度外国人留学生国別在籍状況（高知大学学生部資料参考）
　犬　（平成６年５月１日現在）………=‥‥　万｡･………………………=　　　　＼
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　表２は平成６年度学部別留学生数である．特別聴講生というのは大使館推薦及び協定校=(オース
トラリア州立グイーンズラン下大学，アIメリカ合衆国カリjフォルニア州立フレズノ校)〉の推薦によ
る日本語・日本文化研修留学生と協定大学との交換留学生をノいうレ…　………=･．　・　・．･．・　　．･
表２．学部別留学生（高知大学学生部資料参考）
　　　（平成６年５月１日現在）
学生 修士　博士
人文学部　　１５
教育学部　　３
理学部　　２　　９
農学部　　２　１ １　２６
合ﾄ　　計　＼２２　２０　２６
学部
-
５
学部　大学院
??
?―?
??
７
１
－
１
４
４
計
-
27
　4
14
40
-
８５
　　１ －６． 団地別留学生　　　　　　　　　　　　ノ　　ニ　　　　　∧　　　　　　＼
　　高知大学はキャシパスが，教育学部，理学部，人文学部，事務局のある朝倉団地と農学部のある
物部団地とに分かれており，その間は約20キロ離れでいる∠団地によって学部構成が異なるため,ト
自ら留学生等の構成に特徴がある．　ニニ　：　　・．･．･．．　・．･　･．　　･．　　．･．．･．･･　　．．　･．　・．・・
　朝倉団地（教育学部，人文学部，理学部）を構成している留学生等は学部外国人留学生（農学部
　３回生，４回生を除く），中国引き揚げ者子弟及び海外帰国子女特別入学試験を受験してきた中国
　引き揚げ者子弟及び海外帰国子女（農学部３回生，４回生を除ぐ）ﾀﾞ，理学研究科修士課程大学院生，
　教育学部受け入れの国費留学生である教員研修留学生，研究生,:科目等履修生白（聴講生）√高知県
　出身者子女ブラジル等研究生である県費留学生,ニその他研究員等多種多様な，また学歴，日本語学
習歴の異なった学生である．さらに加えて，日本語及び白木文化研修留学生（研修期間１年の国費
留学生）や協定大学との交換留学生も含まれている．　プ　‥‥‥‥‥‥‥‥万‥‥‥‥‥‥
　一方，物部団地（農学部卜は愛媛大学大学院連合農学研究科博士課程大学院生，高知大学大学院
　農学研究科修士課程大学院生,し修士及び博士課程大学院に進学しようどしている研究生，世界各国
！からの研究員，研究生か主体を占め，それに少数の学部留学生か加わ:る構成句あ乙．‥‥‥‥‥‥
２．日本語クラス＼　　　　　　　　ニ　　　　　　　尚　　　　　　　　し　　ト　　　　　　ト
　上記のような多様な留学生に対する日本語教育が高知大学のどこでどのような形で行われできた
か，また行われているかについて述べ七いく．　　し　　　　　　　　　ニ　　　　　　レ　　　＼
　2 - 1.平成元年(1989年）まで　　　づ　　　　　　　　　　　　　ダノ　‥‥‥‥　　‥　‥:
　昭和55年(1980年）ｸｲヶ－ンズケンド大学との交流協定が結ばれるころまでは,ﾄ留学生に対する
特別の日本語クラスは設けられていなかった．それまで留学生か皆無と/い万わけではなく，昭和36
年(1961年）に国費賠償学生としてのインドネシア留学生を農学部が受け入れで以来毎年数名の留
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学生が在学していた．また，クイーンズランレ=ド大学からも協定成立までに１名の学生が末学してい
る.しこの時の宍留学生指導は指導教官に任され,ﾉ村本語を始めとする諸ﾉ々め問題は，留学生数も少な
く，個人的な=問題としてあまり表面には現れなかったようである．……………　……ｊ‥‥‥　‥
　協定成立後,Iクイーンズランド大学から毎年留学生か入学するよﾄう/になりレ「留学の目的に合っ
た授業が開講=されていない」，「授業に出ても理解できな」い」，「休みばかりでいつ授業は始まるのか」
等留学生から受け入れ体制の不備に不満が提出され，この:ごとにを契機に日本語教育を問題としてと
らえる必要が認識されはじめた．　　　　‥　‥‥‥‥　‥‥犬　上　　･･..･･　　　･.　　　　・・　・･･
　オーストデリアでの日本語教育についてモス十(Moss√杷）は次のように述べている.　　1
　　　①　1960年代後半ごろから日本語教育が中等教育に導入され,ト　　　‥
　　　②　ぞの後「言語に関する国家方針上が発表され√レますますデジアの言語学習の重要性に焦
　　　　点をあて，中国語べ北京標準語），イしンドネシア語とならんで日本語が最も盛んに教えら
　　ニニれ始めた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入　　　犬　十
　　　③　そして，今日のオーストラリアでは,∧各州の言語指導は実践的な目的のための言語を学
　　　ぶことにあり，生徒は「主体的でかつ目的を明確にした言語の使用」に取り組むべきであ
　　ニ　ることを強調七ている．　ト　　　犬　　　　　　　　犬　　十　　　　　‥‥‥‥
　このことからその背景がわかるように，オーストラ丿アかﾄらﾉの留学生を始めとして日本語学習者
の間には日本の経済発展に注目し「日本語とコンビｙ一タをやっこおけば就職に有利である（留学
生談）」という風潮があり,=実用的な日本語運用能力の獲得，そしでぞれまで学んだ=日本語能力を
さらに向上させるという目的を持つ･て留学して来る学生が多くなったのであるト　　　　　＼
　そこで昭和57年(1982年）５月には，主としてオーズトラサア人留学生対象に,‥.学生課によって
特設日本語講座１クラスが週１回イ２時間）ﾄ朝倉団地で側溝されたレしかしレ同じダイユンズラッ
下大学から来た留学生であっても学習歴の違いをぱ仁めと七で日本語能力のレベルめ差等かおり,/
結局は２クラスに分割せざるをえなくなった．１週間に↓度の授業では不足で，２回にしくて欲しい
等学生から希望が出され√授業を増設しボランティアで担当した．ま一だ日本語講座の存在を知った
物部団地や宇佐にある海洋生物教育・研究センターの留学生も授業に参加希望し，それぞれ約20平
口離れたところから通って来るようになった.‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　万　‥‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥‥
　昭和58年(1983年）には週２回の授業を２名の非常勤講師で担当したが,し実際には日本語レベル
や目的によっでクラスを分け，４クラスに増設し留学生の希望に対応した．=.･当然余分の/2回はボラ
ン=ティjアであった．さらに日本語クラスは授業の：みではなくレ諸々の相談を受け付ける学生相談所
のようなところになった．昭和59年(1984年）から学部留学生か人学しはじれ日本語クラスに参
加できないか，単位にならないかというような声が聞かれる/ようになうた.‥‥　　‥‥‥‥‥‥‥‥
　物部団地においても，研究に関しては指導教官と英語でフスヶ斗平ケーションを図るといってもや
はり日本語のj必要は避けられず,し週１回日本語講座を農学部で開講すjる/ごとになった．ごこでも日
本語能力の差は顕著で，２～３のグループに分割七で授業を行わjなければならなかった．　　　∇
ニ2－/2.士平成元年～平成５年(1989-↓･993)し　‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥　　　‥‥‥‥‥‥
　（１）平成元年＞　　ト　　　　　　　　　　　　Ｉ　十　コ　＼　　　　犬　…………　し
　平成元年，専任教官（講師）が文部省で認可さ万れ，千日＼本語科目」，「日本事情yに関する科目」の
２科目が正式に開講された．学部留学生は取得した千日本語科目上の8ﾚ単位までを外国語科目に，
「日本事情に関する科目」め12単位までを一般教育科目にそれぞ.れ代えるととができるという特例
が認められた...特に，丁ヨ本事情」は人文，社会，‥自然分野のいずれの分野碓科目=にも振り＼替える
ことが可能とされた．･．･．･･　　･．　　　　・．･　・．・･．･　　．･．　　　．･･．･．．･．･．･･･．･Ｊ
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　このような条件設定の下に√丁日本語Ｉ（日本語初級Ｉ ・ Ⅱ）」,＼「日本語血（日本語中級I・II）」
及び丁日本事情（日本事情Ｉ ・ ｎ・Ⅲ）」の科目で高知大学での本格的な日本語教育が開始されたj
ただ，教員不足のため開設=された授業めうち丁日本事情Ⅲ土は非常勤講師に依存することどなったj
「日本語・日本事情科目上で開講された授業題目と授業目標ﾉ･内容及び使用テキス下は次に示す通
りである.ト・．･･．　　　　・．　．．･・．．･　　　　　　　　　　　･．　･．・　．･･．･　　．．　･･．･　･．．･･　　　・．･･
日本語・日本事情
　日本語初級Ｉ＊
犬日本語初級Ｈ
日本語中級１
日本語中級皿
日本事情１
日本事情Ｈ
日本事情Ⅲ
聴解・口頭表現
会話演習I･読解
文型・文法
作文
日本の社会
高知の歴史と産業
「日本語教育映画＼基礎編」‥
”Basic Situaticﾆ)nal Japanese l
「朝日新聞っ天声人語」　▽
「日本語表現文型　中級I寸
「日本語作文ｎト
日本の歴史・日本の自然と文化
この日本語・日本事情における初級はいわゆる寸初級丁ではない（注1).
　　日本語特設講座（学生部開設）　　……＝‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥:=‥‥‥‥　‥‥
　学生部実施の「日本語特設講座」は物部，朝倉両団地で年間60時間ずづ非常勤講師によヶて開講
された．　　　　∧　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　犬　犬　　　　　　　　‥‥‥‥‥　‥
　　日本語・日本事情（農学部専門科目:）　　　　　＼ト　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥
　農学部は前述のように博士課程，及び修士課程大学院生√研究生,し研究員が主体を占める構成で
あること，及び渡日時期が10月上旬と２月中毎と丁年に２度あるという理由で丿留学生渡日時に合
わせて農学部専門科目として「日本語，日本事情」を開設し，来日直後の留学生に対する予備教育
を集中的に行うことと七た．平成元年度は平成２年２月中旬から丁日本語」と寸日本事情上を開講
した．またこれらの授業は留学生の家族にも開放されたことは注目に値する.j……∧　＜十……………
（２）平成２年
日本語・日本事情
　日本語初級Ｉ
し日本語初級ｎ
日本語中級１
日本語中級Ｈ
日本事情ｉ
日本事情〕ｎ
日本事情Ⅲ
発音・聴解
話し方
文法・文型
読解犬
読解練習
聴解・作文
日本の歴史
日本の社会
「外国人のための日本語例文・問題シ＝
リース発音/･=:聴解」等　上　…………………
「日本語表現文型中級Ｕ」十し　　し
｢はじめでの専門書｣他
｢朝日新聞の声を聞く｣ノ
｢日本の歴史｣　　　‥
｢日本入門土　ト　十　＼
日本人と木の文化ｉ日本のT自然と日本人の心情
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日本語特設講座（学生部開設）　　1･　　　　　〉　尚　.･.･･･････････..･.　　　･.･･.・..　　･･
　朝倉団地，日章団地で１コマづつ開講し,ﾚ加えて朝倉団地では集中的に（34時間）「日本語初級」
補講今平成31年2:～３月にフレズノ大学日本語丿日本文化研修留学生対象に開講した√フ/レズノ校
からの留学生は日本語学習歴１年で初級テキス下の前半を修了し,大来日時j（平成２年10月）理解で
きる漢字は30程度という初級レベルにあったことから，４月から:の授業に備えレ自信を回復させる
意味を含めて個人教授の形で非常勤講師加担当して開講した．　　　　　＼　　　‥‥‥‥
　　日本語・日本事情（農学部専門科目）‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥j　　‥‥‥‥‥
　農学部専門科目として「日本語=I」（2単位，10月上旬開講）八丿「日本語血」て2月＼中旬開講）及
び「日本事情」（２単位）を開設し√「日本語に日本事情」の予備教育壱行った／ト　ノ　づ　　＼
（３）平成３年
日本語・日本事情
　日本語初級Ｉ
日本語初級I1
日本語中級１
日本語中級ｎ
日本事情１
日本事情Ｈ十
日本事情Ⅲ
発音:･聴解
話し方　　ニ　ノ
文法・文型しし
読解
作文
日本の歴史　近世
国際関係
日本の歴史
日本の風土＼
Ｔ日本語四聴解士他……
　｢日本語表現文型　中級Ｉ｣
丁中級からの日本語｣………
　｢日本語作文Ｈ｣十　　犬
　｢日本文明77め鍵｣＼＼十
新聞記事√プ=ﾘ.ンノド　　▽
｢留学生のための日本史｣
プリント　＼　犬‥　　　ニ
　　=日本語特設講座（学生部開設）　　　＼　　∧‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥万:‥　‥‥　　　＝
学生部実施の「日本語特設講座」は物部団地に朝倉団地雨キャンパスで倍増され√年間120時間
ずつ非常勤講師によって開講されたに　‥十　　レレ　　‥‥‥　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥　　‥　　　　　‥
　　日本語・日本事情（農学部専門科目）　　　∧十　………JI　犬‥‥‥‥：　　　．･．．･．．　･．　　．．･
　農学部専門科目として「日本語L」（2単位, 10月上旬開講），「日本語Ｕ」（ｺ2月中毎開講卜及
び「日本事情」（２単位）を前年同様に開設し,千日/本語,……日本事情」の予備教育を行らた．＼
（４）平成４年
日本語・日本事情
　日本語初級１
日本語初級Ｈ
　日本語中級Ｉ
〉日本語中級ｎ
日本事情１
日本事情Ｈ
日本事情Ⅲ
文法ｉ文型
聴解・会話
読解　十
新聞を読む
日本の歴史　近代
日本の経済　上
丁日本語表現文型Ｌ･ｎ｣ユ
｢現代日本語･コース∧中級Ｉ｣犬
｢中級からの日本語｣…………
｢,日本語新聞の読み方｣　……
新聞記事∧　　ニ　‥‥‥‥‥‥
て日本文明77印鍵丁
丁日本語七学ぶ丿日本経済入門｣
紙と木そして地球環境問題＼　‥ﾌﾟﾘﾝﾆﾄ√ビデオ
日本の:自然地理と日本人の意識・文化……　……
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年度末に丁日本語,＼日本事情」をそれぞれ60時間，「日本事情」は「高知の産業」,し「土佐の祭り」
の題目で集中講義とIして特別開講したン　　　　　ト　　　ト　・．　．･．････．･･．．　　・．．･　・．．
　日本語は初級日本語を学習中の，まだ一般授業を受講するレベルに達しでいない学生対象にけ学
習進度，日本語能力によって更に２つのクラスに分けて授業を行うだ∠これによってそれぞれの学
習目標に達することが可能となり，受講した留学生も４月からの授業に自信をもよて臨むことがで
きるという感想を述べていた．「日本事情」は10月渡日の日本語及び紆本文化研修留学生対象で，
「日本語・日本事情」担当教官の担当不可能な分野の授業を開講するごとができ，見学を組み入れ，
受講生の日本文化に対する興味，関心を深めることができた．　　二　　　二　　　　十　　　＼
国際コミュニケーションコース開設（人文学科）　　　　ヶ　　　　＼　　レ
：人文学部文学科改組に伴い，「日本語・自本事情」担当教官の所属が変更ぎれ,⊃人文学科国際コ
ミュニケーションコースとなり，＼外国人留学生のためのノ特別カサキゴラム士が編制された√そこ
では人文学科国際コミュニケーションコースの専門授業科目としてて国際コミゴニケ¬ジョjン論」，
「オーラルコミュ平ケーシノヨツ（日本語会話演習）」，「日本語･旧本事情Ｌ（現代日本語読解研究）」，
「日本語・日本事情Ｉ（日本語文章論）」,寸日本語・日本事情Ｉ（日本語研究）」．「日し本語・石本事
情II（日本事情）」，「日本語・日本事情ｎ（日本事情特殊研究）」√丁語学ラボラトリー実習〔〕日本語
ラボラトリー実習）」,寸比較文化特殊講義丁及び「日本語，白木事情特殊講義上が外国人留学生対
象に開設された．改組完成年度を平成７年度とし,コ計画に沿って授業科目糾順次開講されることと．
なった．初年度は「日本語・日本事情」担当教官が１コマを,十人文学科国際ゴミュニケーショツコー
スと欧米文化コースがそれぞれ１コマづつを担当し３授業題目で開始されたト受講対象とな藁留学
生は人文学科の正規学部留学生，学生交流制度に基づく交換留学生及び大使館推薦レ大学推薦の日
本語・日本文化研修留学生である．　　　　　　　　　　　　　ダ　　　/=　　　　　　＼十
平成４年度は以下の３授業題目で開講された．　＼　　　　＼　　　　　　　　　十　　　　し
日本語）日本事情Ｉ（現代日本語読解研究〉I）
日本語・日本事情耳（日本事情Ｉ）十　　　＼
オーラルコミュごグージョン（日本語会話演習Ｉ）
　‥日本語特設講座（学生部開設）　ご　　　し　　　ニ　　　　　　　　　‥‥‥　‥‥　‥‥‥
　学生部実施の千日本語特設講座」は引続き物部団地,∧朝倉団地で年間120時間ずつ非常勤講師に
よって開講された．十　　　　　　　　　　　　　　＼　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　ト日本語・日本事情（農学部専門科目）：　　　　　　　　　∧＼　犬　　　　　　　　　　＼二
十農学部専門科目として「日本語Ｉ」（２単位，10月上旬開講），「日本語皿」（2＼月中旬開講）下白
木事情」ﾉ（２単位）を前年同様に開設し，「日本語，日本事情」の予備教育を行った．し　　　　犬
（５）平成５年
日本語・日本事情
二日本語初級１
日本語初級Ｈ
日本語初級Ⅲ
文法・文型ノ
発音･.聞き取り
口頭作文　　＼
｢日本語表現文型ト中級=ｎ｣ニ
：｢現代l日本語ゴアス中級/Ｌ･∧Ｈ｣
文法・文型・漢字”Spoker!Japanese”
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日本語中級１
日本語中級Ｈ
日本事情１
日本事情Ｈ
日本事情Ⅲ/
集中講義　　ダ
　日本語初級IV
　書写
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読解犬
作文
日本の社会
国際関係六
日本の歴史
日本の風上
日本語入門
寸コンテンポ与リー甘本語　中級」
て日本語作文nj　十　犬
Ｔ日本－その姿と心－」他………
丁留学生のための国際関係上他
寸留学生めた＼めの日本史上　　＼
ブリット‥‥‥　　　　‥‥‥
｢新日本語の基礎｣
十履修しても卒業必要単位には認められない丁日本語初級皿=」レ「日本語初級Ⅳ上及び寸書写⊥の特
別の講義,△演習を行った.寸日本語初級Ⅲ上は初級を修了しているがご中級レペノレには進していな．
い留学生対象であり，「日本語IV」は日本語学習歴が無に等しい研究生，大学院生を対象とした．
書写の開講は初めての試みでﾆ4入が熱心に受講したが√今後の講義・演習に取少入れるべき＼か追跡
調査結果の解析と共に再検討が必要である／　　　犬　…………　ｊ　　　／　六大･･　　　　・．・
国際7］ミュニケーションコース（人文学科開設）ト　　　…………
　日本語・甘本事情Ｉ（現代日本語読解研究１）＼……………：レ
　日本語・日本事情Ｉ（日本語研究Ｉ）　ｊ……………Ｊ
　＼日本語・日本事情ｎ.（日本事情I二且本の文化と社会ア）　＼
　オーラルコミユ耳ケージョン（日本語会話演習Ｉ）　十
　語学ラボラトリー実習（日本語ラボラトリ≒実習）……後･期開講
　集中講義　　　　　　　　　　　　　　し　　…　……………，
　　日本語・日本事情特殊講義　ト　　　　　　上　　っ白土
　比較文化特殊講義一犬　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥トつ　犬上
　　日本語特設講座（学生部開設）　　……………才六ｊ‥‥‥‥‥‥　‥‥==　………　，＼　＼
二学生部実施の「日本語特設講座丁は引続き物部団地に朝倉団地で年間120時間ずつ非常勤講師に
よって開講された．　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　十□‥‥‥　‥‥＼　　十＼
　　日本語・日本事情（農学部専門科目）＼　　　=……………＝　　‥　‥‥‥‥‥‥‥‥
　　「日本語Ⅲ」（60時間　通年）が新しく開講された．下日本語Ｌ上及び丁日本語Ｈ」が30時間から
60時間に倍増され,丁日本語レ日本事情」の予備教育の充実がはかられ＼だ．しかしながら農学部専
門科目としての「日本語・日本事情」への家族の受講が家族の受講生の増加とそれに伴うﾉ学習者の
多榛陸を理由に制限されることとなった／…………＝　＝　犬………　………………1…………　……
　2 - 3.平成６年　ト　　　　　　尚　　　尚　　ニ　　し　‥‥‥　　　　‥‥‥‥　‥‥
　　日本語・日本事情　　　　　十　　＼　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥
　大学設置基準の大綱化に従っﾉこ一般教育の共通科且への改革にとﾄもなって，下日本語,・日本事情」
も新しいカリキュラムで授業を行うごとになったレ新授業科且等は後に示した通りであﾉる。「日本
語初級Ｉ」，「日本語初級Ｈ」，「日本語中級Ｉ」及びプ：日本語中級Ｈ」＼を千日本語I」√下日本語ｎ」,上
「日本語Ⅲ」及び丁日本語IV」に変えた理由は,十特に正規学部大学生にとって。初級，中級に分け
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る意味がないことによる．平成６年度は「日本語Ｉ」，「日本語Ｈ」，「日本語Ⅲ」及び「日本語IV」
とし，それを内容（文法，発音，聴解，話し方，書き方，読解等）によって分けることにした.
「日本事情」は１科目２単位で各学期で終了，単位を与えることになった．また「日本事情Ｖ」を
新設し，「日本語・日本事情」担当教官の専門外の講義を受講できるように集中講義を行う予定で
ある．新カリキュラム施行上変更のあった要件は，共通教育で開講する「日本語」及び「日本事情
に関する科目」は，原則として正規の学部学生を対象とするという項目を入れたことである．学部
留学生以外の受講生は，授業前に提出した日本語授業に関するアンケートと面接によって受講を認
めた者に限り，「日本語」及び「日本事情」を受講出来ない受講希望者は国際コミュニケーション
コース開講の「日本語・日本事情」及び学生部開講の特設講座を受講するよう指導することとした．
日本語・日本事情（新カリキュラム））
　日本語Ｉ　　　　　文法・文型
　日本語ｎ　　　　　発音・聴解
　　　　　　　　　　話し方
日本語Ⅲ
日本語w
日本事情Ｉ
日本事情ｎ
日本事情Ⅲ
日本事情IV
日本事情Ｖ
書き方
読み取り
日本の歴史
一近世一
一近代一
地球環境
日本の風土
「日本語表現文型　中級Ｉ」
「日本語の助詞」
「講義を聞く」
”Formal Expressions for Japanese
　Interaction”
　「実践日本語の作文」＼
新聞，雑誌，一般書
　「日本文明77の鍵」
　｢日本文明77の鍵｣
プリント，ビデオ
プリント
集中講義
国際コミュニケーションコース（人文学科開設）
　オーラルコミュニケーション（日本語会話演習Ｉ）
　日本語・日本事情Ｉ（現代日本語読解研究Ｉ）
　日本語・日本事情Ｉ（日本語文章論Ｉ）
　日本語・日本事情Ｈ（日本事情Ｉ一日本の社会・日本の文化）
　日本語・日本事情ｎ（日本事情特殊研究Ｉ一日本の歴史）
　語学ラボラトリー実習（日本語ラボラトリー実習）
　集中講義　　比較文化特殊講義
　日本語初級Ｉ（前期）・ｎ（後期）
　　『共通教育で開講する「日本語・日本事情」は，原則として，学部留学生に限る』としたことに
より，平成５年度「日本語・日本事情」で開講した「日本語初級Ⅲ」に相当する「日本語初級Ｉ」
及び「日本語初級Ｈ」の授業を国際コミュニケーションで開講するこどとした．ただし「日本語初
級Ⅲ」と同様に「日本語初級Ｉ」及び「日本語初級Ｈ」を受講しても取得単位は卒業に必要な単位
には認められない．日本語初級レベルの向上を考えた学習効果を狙い，週２回の授業を行うことに
した．
240
高知大学学術研究報告　第43巻(1994年）人文科学
日本語特設講座（学生部開設）
　　　初級　　　60時間
中級 60時間
:ルや母言
皿O時間
朝倉団地
朝倉団地
日本語レベルや母語によってA, B, C, Dの４クラスに分けて開講
物部団地
　　日本語・日本事情（農学部専門科目）
　ほぼ前年同様に開設し，「日本語，日本事情」の予備教育を行う．しかしながら，「日本語Ⅲ」に
づいては後期は専門の教育，研究が多くなり，欠席者が増加することから週２回の授業を前期のみ
行うこととなった．
表３は全学の「日本語・日本事情」関係カリキュラム開設状況である．
　　　　　　　　　　　　表３．日本語・日本事情関係カリキュラム開設状況
平成元年　　２年　３年　４年　５年　６年
??
?????
○
?? ??
???????
??????
??????????
?????
○
??
○
??
???????
????
???????
??
???
???
朝倉団地
　日本語･日本事情
　　日本語初級Ｉ（日本語Ｉ＊）二
　　日本語初級II（日本語Ｈ＊）
　　日本語初級Ⅲ
　　日本語初級IV（集中講義）
　　日本語中級Ｉ（日本語Ⅲ＊）
　　日本語中級ｎ（日本語Ⅳ＊）
　　日本事情Ｉ　（日本事情Ｉ＊）
　　日本事情n　（日本事情II＊）
　　日本事情Ⅲ　（日本事情Ⅲ＊）
　　日本事情IV　（集中講義）（日本事情IV＊）
　　日本事情Ｖ　（集中講義＊）　　　　　△
　　書写　　　　（集中講義）
　学生部開設特設講座
　　日本語（初級）
　　日本語（中級）
　　日本語（集中講座）
　国際コミュニケーションコース
　　日　語・日本事情Ｉ（現代日本語読解研究Ｉ）
　　日本語・日本事情Ｉ（日本語文章論Ｉ）
　　日本語・日本事情I･（日本語研究Ｉ）
　　日本語・日本事情ｎ（日本事情I一日本の社会･文化）
　　日本語・日本事情ｎ（日本事情特殊研究I一歴史）
　　オーラルコミュニケーション（日本語会話演習I）
　　語学ラボラトリー実習（日本語ラボラトリー実習）
　　集中講義
　　　日本語・日本事情特殊講義
　　　比較文化特殊講義
　　日本語初級１
　　日本語初級Ⅱ
日章団地
　学生部開設特設講座
　　日本語（中級）
　　日本語（中級）
　農学部専門科目
　‾百禾語‾Γて面時間）
　　日本語n (30時間）
　　日本語ｍ（60時間）
　　日本事情（30時間）
Ｏ　　Ｏ
????????
????????? ???????????????
＊：新カリキュラムによる平成６年度日本語・日本事情開講授業
　　十:60時間
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３．「日本語・日本事情」受講生
　平成元年４月に開設された「日本語・日本事情」科目を中心に高知大学の日本語教育が行われて
きた．しかしながら，留学生数の増大に加えて，本来正規学部外国人留学生を対象にした「日本語・
日本事情」科目に実際は正規学部外国人留学生以外の様々な身分の，異なった目的をもった留学生
か集まり，そのため本来の目的の「日本語・日本事情」の教育に混乱を来すようになった.
　　「日本語・日本事情」受講生の実態を年度別，身分別，出身国別受講生数で示し，「日本語・日
本事情」の受講希望者に対して開設以来毎年行っている「日本語学習の目的と必要性に関する調査」
（注２）からいくつかの項目について受講希望者の背景を考察する．
　3-1.年度別受講生数（表４）
　表４に示された通り，平成２年度，３年度，４年度，５年度は受講生が増大し，クラスサイズが
大きくなった．日本語教育の場合受講生数は10人～12人が理想である．学部留学生に対しその他の
留学生か多いのも顕著である．
表４．年度別日本語・日本事情受講生数
　　　（　）内は学部留学生
日本語初級Ｉ（日本語Ｉ＊）
日本語初級II（日本語Ｈ＊）
日本語中級Ｉ（日本語Ⅲ＊）
日本語中級II（日本語IV＊）
１
日本事情Ｉ　（日本事情Ｉ＊）
日本事情ｎ　（日本事情II＊）
日本事情Ⅲ　（日本事情Ⅲ＊）
日本事情IV＊
日本事情Ｖ＊
＊：平成６年度開講授業
平成元年　２年　　３年　　４年　　５年　し6年
4(4)
2(2)
6(3)
6(3)
11(2)
10(3)
13(6)
8(2)
11(3)
9(2)
川)
6(O)
8(5)
6(4)
4(4)
9(2)
9(2)
4(1)
8(O)
9(2)
9(2)
12(4)
12(5)
14(7)
8(2)
12(7)
14(8)
11(9)
19(13)
IK 2)
17(12)
12(10)
8（
10（
9（
6）
8）
7）
9（7）
5( 4)
7（6）
12(10)
9( 7)
10月開講
5（5）
10月開講
集中講義
3-2.身分別受講生数（表５）
学部留学生も定員外で入学を認められ入学してくるので受講生数が一定しない．
３－３．出身国別数（表６）
マレーシア出身の留学生もほとんど中国系であって，いわゆる漢字圏からの留学生か圧倒的に多
3-4.留学目的
留学目的を見てみると，学部留学生はそれぞれの専門（経済，物理，日本文化,万　日本語,入日本の
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表５．身分別受講生数
平成元年＼２年∧　３年　　４年∧＞5年　　６年
学部留学生　　　　　　＼
交換留学生＼　　　　犬
日本語・日本文化研修留学生
研究生
科目等履修生　　　＼　犬
研究員
教員研修留学生レ
?????????????? ????????? ?? ?? ? ???????????? ?????????????? ????
表６．出身国別受講生数’
平成元年ﾄ　２年ｊ　３年　　４年　　５年　　６年
中国　　　　ト
台湾犬
韓国　　　　　　犬
マレーシアト
オーストラリア･．
アメリカ
フランス
インドネシア
ブラジル　　　　十
アルゼンチン
中国引き揚げ者子弟
＊：出身国と国籍の異なる者は出身国に入れた
４
??
??
７
??
?
??
１
５
??
??
??
???
１０
２
??
?
??
??―?
???????????????????? ??
１
歴史，水産等）の勉学，知識を深める,し技術を学ぶという答えが多かうたが，:中には専門jの他に日
本文化，　日本語と追記した者もいた．一方，協定校からの留学生及び日本語尚?日本文化研修留学生
は有効解答すべてが留学目的は日本語となっていたこまた研究生√科目等履修生はそれぞれの専門
の勉強あるいは寸いろいろな勉強」ということで，日本語は手段として必要どしている=ことが明ら
かとなった．　　上　／　　　　　　　’‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥＝　犬．･　　．．　　　　･･　　．・
　３－５．日本語学習歴　　　　　　　　犬　＝　　　　　　ニ　　＝　　　　　　十　　ッ
／高知大学に入学するまでの日本語学習歴壮,十学部留学生では２年が一番多く∧(９人)，１年半
(6), 1年(4), 3年(４)となる．大半の者が来日後１年rヽ（Z年ﾉ日本語学校で日丿本語奇勉強し，
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日本語能力試験１級の平均点以上を獲得し,犬私費留学生統¬！試験の受験を経乙各科で行われる私
費留学生特別入学試験に合格し来学している．３年と答えたものは高知大学への入学前に専門学校
等に在学していたり，他大学の聴講生あるいは研究生であった者である.万‥‥‥　　　　　‥‥‥　‥‥‥
　交換留学生及び日本語・日本文化研修留学生は２年から/3年の日本語学習歴のものが一番多白く
(10入)，１年，７年，４年，５年，８年レ9年と続<. 2年，３年，４年の学習歴を持つものは大
学で日本語を学んでいる者かあるいは終了した者で，１年はフレズノ大からの交換留学生で来日時=
にはまだ初級日本語を終えていなかうた．しかしながら個人差,＼努力の如何はあるもめのフレズノ
人生の日本語能方の進歩はめざましく，授業の内容によっては学部留学生に劣らぬ成績を修める．
学習歴の長い留学生は主と七てクイーンズランド人生である．彼らの多ぐはオーストラリアや三４－
ジーランドの中学校，高等学校において日本語を勉学し始めた者である．長い学習歴の割には運用
力が付随していず高知大留学を経てめざま七い力を発揮した者，他の留学生より多く勉学している
という自信が災いして日々の積み重ねが出来ずさほど力を伸ばすこしとが出来なかった者，基礎力不
足，矯正しにくい癖のついている者等，さまざまである．外国語習得には学習歴の長い短いではな
く，目的や必要性はさておき，語学の勉学方法を自分ないこ持っているかどうかに学ぶという真七=
な態度，異なる文化を受け入れる態度を身につけているかどうかも問題になってくるこﾄとが明らか
である．　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　上　　　　　　　　　十　＼　　　＼
　その他の受講生の学習歴は大半が｢全く学習したごとがない｣∧から２～３ヵ月であり，２～４年
と答えた受講生は母国の大学や他の機関で勉学した後テレビ等を利用七独学でという者懲ある．９
年というのは日系２世ブラジル人留学生で母語と言う=べきは日本語であり，放課後日本人学校に通
い日本語の勉強を続けた者である．　　　　　　　　し　　　　　　　Ｉ
　3-6.日本語レベル　　　　　　　　し　　犬　　　　　　．･･･．･　　　　　．･　　．．　･．･･･.
　「日本語学習の目的と必要性に関する調査」で自己申告させた結果である．平成元年と3犬年はア
ンケＴドには数字では現れていないが√後に続く個々の項目ﾚは変更していないので,ニそれに照合し
て留学生の判断したレベルの数字を決定した．十　　　　‥十　　　　　　　　　　　　　ト＼
　３－５に現れた１～２年日本語学校等で勉学し，日本語能力試験1:級受験の経験のある学部留学
生の自己申告による日本語力のレベルは３～４の中級レベルにほどんどがはいTつている.トただ留学
生か自己申告したレベルと担当教官の判断するレベルとでは=必ずしも一致しない場合も1あるトこの
差が大きく，過大評価した者の力がその後伸びないのは,し３－５で述べた学ぶ態度によるものかお
る．日本語学校における学習目的は日本語能力試験で，短期間に１級レベルまで達する勉学をして
いる．しかし試験の終わった後学習は中断し，基礎力，運用力のつかないまま入学七ているにもくか
かわらず，過大な自信と再び同七苦労をすることを避ける気持ちとがあい玄って地道に積み上げて
いく学習ができないものが多い，大学で授業や期末試験を受け，研究発表をしレポＴ下や卒論を書
くために必要とされる日本語運用力を身につけていることが要求される学部留学生ではあるが，そ
の必要性に気が付かず勉学の仕方が判っていないというごとが言えるのかも七れない．一方√交換
留学生,し日本語・日本文化研修留学生の申告レベルは２～３の開か一番多く√Ｏ心１もある．学習
歴が比較的長いにもかかわらず申告レベルが低く，実際の運用力もあまりついていない者もいる,･･
オーストラリノアの特に初等あるいは中等教育における日本語教育の一端の現れであろうか.しそめ他
の留学生の申告レベルはＯからりまでに散在しており，ごこに現れていない者を含めるとレベルの
多楡匪はこれ以上である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　十
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∧３－７．四技能（聞く，読む，書こく，話す）で自信のあ芯もの　レ　‥‥‥‥　‥’　　　六白
　四技能で自信のあるものを聞いた結果，学部留学生,ト交換留学生√日万本語・日本文化研修留学生，
その他とも「聞く」が一番多かった（約４４％）＼．＝ど｀のような条件にある留学生もそれなりに聞い
て理解できると思っているごとがわかる，学部留学生の＼2番且に自信のあるのが丁読む」であり，
漢字圏出身者が多いことから，当然の結果であ:る丿内容はどもか=く漢字の意味から推量して読める
と判断したものであろう．その他の留学生も全員が中国人であるので，聞く∧（６）＼読む（５）の順
で自信のあるものをあげているト　　　　　＼　才丿　　　　　………　　▽／･．ｌ∧．．･．････　　．．･
　３－８．四技能で必要なもの　　　　　　犬　　　　＼　ノ　　　　　　　　　　………:　：
　丁四技能で必要と思うもめ」ｺは各留学生と心「話す上が二番多く，合わせると有効解答数の約４
３％であった．特に日常生活において自分の思ヅて/いることを思いのまま相手比解うてもらえるよ
う話すこどの難七さ，必要性を感じでいるのではないかﾚ学部留学生はばか頃留学生と比較す右と
「書く」必要性を挙げている者が多いが,犬授業ダゼミのレポ十下，論述試験等で論旨の通った文章
を書く必要のあること奇自覚しているのであろう／………：　　　．･･．･．．　　･．．　　・．･･　　　．．･．・
このような背景を持った留学生に;対し，「日本語・日本事情丁は２で示したカリキ示ラムの中で，
①　大学での正規の外国語科目としてのレベルを備えレかづ留学生の目的にかなうような日本語
　　能方を養成すること　　　　十　十　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥:　j　　　ト　　　　　　　　　△
②上「日本語」クラス，「日本事情上クラスを通して，又日常の留学生とめ交流から，留学生の
　　日本理解を深め，真の意味の国際交流を計ることっ上‥‥‥　‥‥十　　………ニ
を基本に授業を展開してきた．　　　　　　　　　‥‥‥‥‥ｉ　　　上
　そこでは大学生としての一般教育さらには専門教育の授業に対応できる基本的尨日本語能力を高
めること，そして専門分野においては当然のごとながら＼日常生活4こおいでも適応できる広い知識を
身につけ，観察し，分析√理解できる力を養うことを目標にしている.＼…………………
４レ問題点　　十　ト　　　　　　　　　　　・････．･　･･　･．　　　･．　　･･・　　　．．　．・▽
　留学生数φ増加は言うに及ばず千万日本語・白木事情」万の受講生の多様性が多岐にわたっているこ
とは資料,十アンケート結果からも明かであるト異なる背景の要素は次のようにまとめることができ
る．・・．．･･．．　　　　・　．・　　　　　　　　　　　　　･．　・　．･･　　．・　　　　　・・．．　･･　　　･･　．･　･．･
　　　（１）留学身分　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥＼‥‥‥‥‥　し
　ニ　（2）出身国十　　　　　　し　　　　　　‥‥‥‥十尚　‥ト　　　…………:‥‥‥‥‥　　‥
　　（3）母国語　犬　・．．･･．　　･．　　･．　．･　・．･･　　．･･．　　･･　　．･･．･･．　．．　．･．　･･･．･・
………（４）年齢　　＼　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥　‥‥‥‥
　　＼（5）専門分野犬　　　　．．尚　‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　＞・
十　　（6）日本語学習歴　　　　　　　　　ト　ニ＼　　　‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥　‥‥二
八　　尚（7）.日本語能力づ　　　犬　　　…………　……:･…………………………∧………
　　　（8）留学目的犬（日本語学習目的）ｊ　…　……………………………　　Ｊ　　　し　　　
■■■
（9）学習意識・態度　　　‥　　　　　　　　十　．･･．　・・　　．．･ノレ　　ト
　　　（10）入学時期　　　　　　　　　　　∧　　　‥　　　　ト　‥‥‥‥‥‥‥
　本来正規学部留学生対象に外国語及び一般教育科目に代わるもめとして開講されている授業にこ
のような多様な背景をもった学習者が参加してく＼るのヤある／毎年年度始めあるいは留学生来日時
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には，下日本語学習の目的と必要性に関する調査」と面接を行い,トそしれを基に留学生の受講授業を
指導している．しかしながら，特に平成３年までは日本語関係の開講授業数が限られおり,つ必要単丿
位数の決まっている学部留学生にとって選択の余地がなくし,ぺ開講されている日本語の授業はすべて
受講しなければならなかった．又交換留学生もオース下ラリアの外国語学習に=関する政策の変更で
留学先で履修した単位が卒業単位として認められることになり√単位数の関係で開講されている授
業のほとんどをとる必要がでて･きた．一方必修単位に縛られなこい交換留学生や研究生,＼聴講生のな二
かにはなにを目的に留学しているのかと思われるような者もでてきたり，クラ＼ス参加を希望しなが
らも日本語能力が開講クラスのレベルに達せず参加を諦めていく学生もあごった./多様な留学生の個々
のケ¬スを考慮し，目標達成の満足を与えることのできるような授業を行うこと=を目指七ながらも，
教材の選択や授業運営に非常な工夫が必要であったﾄ正規学部留学生に合ったダラバスを作成し授
業にあたってもレベルの違ゴだ学習者には満足が与えられない.∇初級レベルの学習者を中心にする
と学部留学生及び能力の高い学習者の足を引っ張ることになる．この:ようにそ=れぞれ異なった背景
を待った者が一つのクラスに集まると，一面では異文化接触の良い機会ではあるが，特に日本語学
習の場としては諸々の問題がでてきた．さら＼に学部留学生か増えるにっれその中に恚持っている条
件の異なる者かおり，要領よく安易な道を選び，実際に必要な能力を伸ばすための努力を階しむ者
も出てきた．その結果専門への橋渡しはおろか基本的な日本語運用能力を高めるという目標さえも
達することができない恐れも現れるようになうた．これは留学生のて日本語・日本事情」への不満
か，あるいは基本的な学力不足かに留学生個々に持っている事情か，何か原因である/のかにごれまト
た個別的なものであうて担当教官一人では解決の糸口を見つけるごとは困難であ:る七,犬日本語教育
だけの朗題であると言明できない場合もある．　　　　　　　　＼　　　　　　　∧　　　　　‥
５．体制上の対策◇＼　＼　　．･　　　＼　　づ　　ト‥　‥　‥‥　　　　＝　　　　ノ　ト
　これまで高知大学の留学生に対しどこでどのような日本語教育が行われてきたかを述べ，そこに
現れた問題にも触れた．しかしながら，一口に問題といっても複合的なものであって即効的な解決
策というものは有り得ない．教材，教授法，クラス運営等の研究も必要であるし√日々め留学生ど
の交流によって解決する場合もある.ニその中でまず大学どして採り得る体制上の対策についでいく
っか述べてみる．　　　　　　　　　　　　　　　　二十　　　　　　　し●●●●　　　　●●●　●●●●●
　（１）「日本語・日本事情」の授業への受講制限．二　十六　　　　＼　　万　　　　　　　　犬
　原則として本来対象者とされる正規学部留学生のみに受講を制限する．その他の留学生で受講を
希望するものは，面接等を行ったうえで授業担当教官が判断をし，受講を認めることを平成６年度
１学期から実施した．　　　　　ニ　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　二　　　　十
　（よ2）日本語初級レベル学習者の受け入れの場を用意する．＜　‥‥‥‥　‥犬　　　ミ
　日本語能力が共通教育及び人文学科国際コミュニケーショｙコースで開講されている授業レベル
に達しない留学生のために√「日本語初級Ⅲ」を平成５年度開講したト………＝……　　　　　∧･
　平成６年度からは共通教育の汀日本語・日本事情」へφ受講を原則yとして学部留学生に限るとし
たことから平成５年度に開講した「日本語初級Ⅲ」を閉講にした．　　　　　　　　　　＼
上記の「日本語初級Ⅲ」に替わり，人文学科国際コミュ土ケージョレンコースで寸日ﾉ本語初級Ｉ」及
び「日本語初級皿」を開講し，初級レベルの学習効果を狙って一週間２回の授業を行うことにしたﾄ
これは卒業に必要な単位とは認められない．人文学科国際コミュニケーショツコースは積極的に交
換留学生，白木語・日本文化研修留学生を受け入れる態度をとっていることから√外国人留学生特
別科目として開講された科目である．　　　　上　　　　　　　　‥　　ノ　レ　　　　上　……
　（３）学生部との連携を図り，補講も日本語教育のカリキム多ぢめ範囲に入れ受講を指導する.‥……
246
高知大学学術研究報告ノ第43巻 人文科学
　学部留学生は補講の対象とはならず，希望者のみにおこな=つている補講であるがそyこでも日本語
能力のレベル差が問題になるレ日本語のレベル差が問題にjなれば母国語（母語）の違いも問題になj
る．補講で日本語教育め必要な留学生は往々にして日本語能力の低い者であ:る．ぞれぞれの留学目
的を果たすためにまずは目的に合った日本語運用力をつ=けなければならない／ごのためには,＼留学
生にとって何の関連もjなぐ開講ざれている授業や補講を受講するよ=りにまた担当教官あるいは担当
する非常勤講師にとっても，受講生が他の場でどの宍ようなこ上とを学んでいるか√また盲分か大学で
行われていくる万日本語教育のどの部分を担っでい=るのかを知ﾉらずして授業に･あたるよくりは，関連した
内容の授業ができ，また連絡のとれあう関係をもつ/こ=とができれば,＼よりﾉ効果のあがjる教育ができ
るのではな卜だろうか．こめような留学生への対応はまだ十分とはいえず√各々の日本語教育の場
の特徴を生か七なが/ら全体で調和を保つ仕組みを作るべぐ関係者心理解を求める努力を計=る必要が
ある．丿学部留学生は丁日本語・日本事情ｺﾞで，人文学科の学部留学生と交換留学生,＼日本語・日本
文化研修留学生等は人文学科国際コミュニケースショツコレスで受け入れ，現在学生部で開講してい
る補講を充実，発展させにミニセノンターでもいい√学内あるﾆいは学外の留学生を含む外国人のため
の日本語教育センターのような形にすれば国際化をめざしている大学め重要な役割φ＝端をになう
ことﾚができるjのでぱないだろうか．　＼　　‥‥　‥‥　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥１………　……
（４）チュ=－タ¬制度の活用　　　　　　十　　‥‥‥　‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥‥　‥‥‥‥‥‥
　渡日後工年ある=いは２年，留学生かｉ対１で生活面や学習面において日本人学生の助言よ指導を
受けることができる制度，チューダ≒制度かおる√この制度自体は望ましい制度で衡り，日本語教
育にも利用し得るが，/現在は十分に機能している/とは/い=えないレ大学側かこの制度施行の方針と方
法の指針を明確にし，活用についてチュータニの任に当たる甘本人学生をけじめ関係者に制度の理
解を求め，活用方法を徹底させて，チュ･一タ¬，留学生双方に満足のいくﾉように働く制度にする必
要かおるト学生部補講「日本語特設講座」と同様に，何らかの形で他の留学生教育の場七連携をと
りあうて行うことも＼また重要である．　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥　　　　　‥‥‥‥‥‥：　　　　　＼
６．平成６年度改革された共通教育における千日本語・日本事情｣＼にづいて　　　▽し　　　ノ
上記のように平成６年から共通教育とな９だ新七いカリキュラムで丁日木語万･∇日本事清｣=科目が，
問題点の一つの解決策として学部留学生のみに制限されたことにづいて,＋1学期期末試験時にその
感想と希望を留学生に求めた．筆者が担当七たj｢日本語Ｉよ｢日本語ｎ｣√丁日本語･Ⅲ｣に及び丁日
本事情Ｉ｣のクラスにおいて,=各々の授業の感想やま＼九そのﾉよう力授業がどうある:=べきか等:といっ
た質問項目とともに『平成=6年度から共通教育で開講され咎｢日本語・日ご本事情｣＼科目の受講が原
則として学部留学生のみに制限されたことについてどう思いますか』といった形で意見を求めたと
ころ次めような答えが返ってきた．この質問に対する答えと認められる有効解答数は1尚5であった．
制限しないぽうがいい
日本語は分けたほうがよい
制限したほうがいい＼
?）?
２
(この質問を日本人学生との授業と解ヶした者がいた)
いっしょがいい
留/学生だけで
??
??
質問に対する答えを集録してみると，つぎのような声が聞かれた犬（原文のまま）．
　「制限しないほうがいい」………（角41答数　８）　　……　十六ダニニ‥‥‥‥　‥‥
???
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　１回生の後輩が少ないので少し寂しい．　　　‥‥　‥‥‥‥‥　　　‥‥‥‥　　ｊ　　　上
みんないふしょにするほうがいいと思いますに　　　　　　　　っ　尚　　　　　　　　　　上
　授業の始めから寂しい感じがしました.し去年よ町人数は多くなかったからかもしれません
が.トもちろん，学部留学生だ付うけることができるなら,し授業の進みは速くなるかもしれま
せんが，かえしって交流ということがなくなりましたレ　　　　十　　　＝　ニ
○　研究生と大学院の学生もいっしょに勉学してほしいです．彼らは日本語と日本事情を勉学
するチャンスが少ないのでなるべく一緒に勉学して日本語も上手になれる七，日本に関する
　知識も増すことができます．人数がおおサれば授業のいいふんいきを作れますし，おたがい
　に勉学できますから．　　　　ダ　　　　　　　　コ　十　　=犬･･･　・．･　　　　．･･　．．．：
○　学部留学生のみといったらさびしい感七です√授業はやはり心の交流のチギンスだと思い
　ます．日本語めレベルは別にして，感情の交流は＝番だと思います／.･･　　　　　　　･.ニ
○　学部留学生に限らないほうがいい万と思います／学部生とほかの留学生と日本語の授業でお
　互いに理解したり，交流したり，一つの国際交流になります．．．．･．･．･･･　　　　　　．・
??
　学部留学生に限られると留学生の交流も限られる．　　　　ニ　ニ　　‥‥‥‥‥‥
　日本語が上手な人と一緒に勉学ができてよかうたと思いますj（「日本事情Ｉ」を受講し
た国費日本語・日本文化研修留学生）　十　　ト　　　………Ｉ　　十　　二九
「日本語はわけたほうがいい」（１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　‥‥‥‥
　　○　人が少なくて悲しかったんです．去年の方がいろいろな国の＼ごとなどきかせてもらう:こと
ができて，勉学にもなったし，おもしろかったんです．でも，日本語はやはりべっべっにす
　　　る方がいいと思います．　　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　十尚
「制限したほうがいい」（２）　　ト　＼　　　　△　　　上　ト　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥
○ニこのことについて私の意見は良いと思っていますが，学部の学生と交換め学生の目的がた
　　　ぶん違います.上分けられて有効に学習できると思っていますト　ダ　犬　　レづ　　ト　犬
　　○　いいと思う．日本語の水準の違いがあるので授業がうまくい/けそうと思う.し　　＼
日本人学生と「いっしょがいい」（３）　　　　　　　‥　＼　ノ＼　　　　　　　　＼
　　○　日本語は日本人としてわりあい簡単ですと思いますレでも日本事情は日本人学生が受けた
　　　ら，自分の知識がふえますト受けたらいいと思う.＞　　　　　　　犬
　　○　日本語の授業にいえばレ日本人が入ったらぢょっと意味がないように思う．　　十　犬
‥‥‥‥日本事情にいえば，日本人と授業を受けた事ないけど，留学生にとっていい経験ではないか
　と思う．Ｊ　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　犬
　　○　日本人の学生も一緒に授業を受けたいですﾚそうすると，日本語を使うチャンスが増えて，
　　＝日本人の日常会話で自然な表現方法を身に付けると思いますレ　ト　　ニニ　　　　犬
「留学生だけ↓（１）　　　　　　　　　　　＼　　　　　●●●●●●　　●●　●　●ニ　　　ト
　○　やはり，留学生だけでいいと思う．もし日本人の学生と一緒に勉学するとｱ･..留学生たちは，
　∧　日本語の水準のために授業を順調に進めないと考えでいる．．･･･　．・．　　　　　･･．･．．･．
問題点め解決策とし七試みられた制度の変革に対しﾚこのような結果が出たことは非常に興味深い．
確かに異なうだ文化を待った学生の集まるクラスが同質の文化を持うた学生めみのクラスよりもyは
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るかにクラス活動が活発であり，クくラス運営の仕方によっては学生二人一人の力をよりよく生かす
ことができるということを他の授業で試みたことがある∠したがうす学部留学生のみとする受講制
限がどれほど教育的効果があるか未だ判断は懲き=ないﾚこjのアンケＴ卜結果は制度より=教授法やク
ラス運営そして教授内容の方を考慮すべきであるこｹﾞとを示七ているのかlもしれない.＼ともjあれ，し
ばらぐは新し‥いカリキ９ラムで授業を行い，この解決策の問題点を探りyたい･.‥‥‥‥∧　＼
６．ま･とめ　　　　　　　　　　　犬　　…………　＝ニ犬　　犬　‥‥‥‥‥　　　‥　‥
　平成元年に開設された｢日本語=･日本事情｣∇を:中心に高知大学におげる日ﾉ本語教育を概観しでき
た．これまで大学の各学部各科で行われてきた日本語教育を一堂に並べる試みははじめてのことで
あり，未だまちまぢの切片を独断でうなぎ合わせたに過ぎない感が拭えないが寸日本語･旧本事情｣
の開設レ国際コミュニケーションコースヘの留学生受け入れ,＼学生部によﾉる補講の充実,犬また農学
部における予備教育としての日本語・日=本事情と徐々にでぱあるが日本語教育のための体制が整備
されづっあることは確かである．もちろん制度の変革だけで諸々の問題が解決されるおけてはなく，
教授法や教授内容等の研究もなされなければならないめは当然である.犬しかしなが万ら√やはり必要
なのは，大学としての留学生教育の理念に基づいたこヤつめシステムの中で，５のし(3)で述べたよ
うに，各々の日本語教育の場，又関係者各々がお互いに連携を保ぢながら日本語教育が行われるべ
きことであろう／そしてこの留学生教育のシステムを支えるのは大学関係者の理解以外のなにもの
でもない．　　　　　　　ヶ　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　＝　　　ニ　　　　　＼
注
１）初級レベル，中級レベルの基準判定は一様.にはできない．学習内容，到達目標などによプて範
囲が異なってくる／この「いわゆる初級」は国際交流基金及び財団法人:日本国際教育協会によって
実施されている日本語能力試験の認定基準を参考にして使用したj　　十　　十　◇
　　１級　　　高度の文法・漢字j（2,000字程度卜･語彙(10,000語程度）を習得七√社会生活を
　　　する上々必要であるとともに，大学¨における学習･ﾄ研究の基礎としても役立つような，
　１　　　　　総合的な日本語能力．（日本語を900時間程度学習したレベル）　　　　九九＼　‥∧
　　２級‥犬やや高度の文法・漢字（L000字程度）十・語彙(6,000語程度）□を習得七，一般的な
　　▽　　　ことがらについて，会話ができ,犬読み書きできる能力.……（日本語を600時間程度学習七，
　　　　中級日本語コースを修了したレベル）十　　………………万‥‥‥　‥犬
　＼丿3級………基本的な文法・漢字（300字程度）＼･語彙二:（↓,500語程度）しを習得し,＼日常生活に役
　　　　　　立つ会話ができ，簡単な文章を読み書きできる能力∠（日本語を300時間程度学習し，
　　ト　　　初級日本語コＴスを修了したレベル）　‥‥　‥‥‥‥‥‥　‥‥　　‥‥‥‥I
　　4級　　　初歩的な文法・漢字（100字程度）ト（語彙＼（800語程度）=を習得七，簡単な会話がで
ノ　　　　　き，平易な文．または短い文章が読み書きできる能力．（日本語を150時間程度学習七，
　犬　　　‥初級日本語ゴ¬ス前半を修了したレベル）　　　　　し　　　ニ　　j‥‥‥‥‥
２）「日本語学習の目的と必要性に関する調査」　　　　　　.･..･..････.　　.･.・　　　　　　　　･･
　日本語能力のレベルについては，「調査」の工（4①首「あ:なたの甘本語のレノベルノをチ」.ヅクレし
てください∠またにあなたのレベルはどのあたりだと思いますか√」という質問に添えて次のよう
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なスケールを示しチェックしてもらうようにした．
０ １ ２ ３ ４ ５
初級 中級 上級
さらに判断の基準として以下のようなチェック項目を加えた．
話すことについて　　レベル（　　）
　　（ａ）あいさつ程度の会話ができる
　　（b）日常の会話ができる
　　（c）電話で用件が伝えられる
　　（d）一般的な話題について意見が述べられる
　　（ｅ）日本人とほぼ同様に話せる
読むことについて　　レベル（　　）
　　（ａ）日本語で書かれたものはまったく読めない
　　（b）ひらがな，カタカナが読める
　　（ｃ）漢字が少し読める
　　（d）新聞が少し読める
　　（ｅ）新聞がほとんど読める
聞くことについて　　レベル（　　）
　　（ａ）あいさつ程度の会話がわかる
　　（b）日常の会話がわかる
　　（c）テレビ，ラジオの日本語が少しわかる
　　（d）ほとんど日本語がわかる
書くことについて　　レベル（　　）
　　（ａ）まったく書けない
　　（b）ひらがなが書ける
　　（ｃ）カタカナが書ける
　　（d）漢字が少し書ける
　　（e）短い文章が書ける
　　（Ｄ自分の意見をまとめて書くことができる
これを基準にしてっぎのように判断させたがあくまでも主観的な判断である．
初級
中級
上級
話すこと
　ａ～b
　C～d
　　e
読むこと
ａ～b～c
???
聞くこと
　ａ～b
??
　書くこと
ａ～b～ｃ～d
??
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